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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公開番号】特開2013-28529(P2013-28529A)
【公開日】平成25年2月7日(2013.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-007
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【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ  27/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  29/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/103    (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  17/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ  27/12    　　　Ｄ
   Ｃ０８Ｌ  29/14    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/103   　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/30    １０２　
   Ｂ３２Ｂ  17/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月5日(2014.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２層以上の積層構造を有する合わせガラス用中間膜であって、
　ポリビニルアセタール樹脂と可塑剤とを含む第１の層と、該第１の層の第１の表面側に
配置された樹脂を含む第２の層とを備え、
　前記第１の層に含まれている前記ポリビニルアセタール樹脂におけるアセタール化度と
アセチル化度と水酸基の含有率との三つの値の相図において、該アセタール化度と該アセ
チル化度と該水酸基の含有率とがそれぞれ、第１の座標（アセタール化度：アセチル化度
：水酸基の含有率＝７０モル％：３０モル％：０モル％）と第２の座標（アセタール化度
：アセチル化度：水酸基の含有率＝３４モル％：３０モル％：３６モル％）と第３の座標
（アセタール化度：アセチル化度：水酸基の含有率＝９４モル％：０モル％：６モル％）
と第４の座標（アセタール化度：アセチル化度：水酸基の含有率＝１００モル％：０モル
％：０モル％）とをこの順で４つの直線で結んだ線で囲まれた領域内の値であり、
　前記第２の層がポリビニルアセタール樹脂を含み、
　前記第１の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率が、前記第２の層中
の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率よりも１モル％以上低い、合わせガラ
ス用中間膜。
【請求項２】
　前記第１の層に含まれている前記ポリビニルアセタール樹脂におけるアセタール化度と
アセチル化度と水酸基の含有率との三つの値の相図において、該アセタール化度と該アセ
チル化度と該水酸基の含有率とがそれぞれ、第１の座標（アセタール化度：アセチル化度
：水酸基の含有率＝７０モル％：３０モル％：０モル％）と第２の座標（アセタール化度
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：アセチル化度：水酸基の含有率＝３４モル％：３０モル％：３６モル％）と第５の座標
（アセタール化度：アセチル化度：水酸基の含有率＝９５モル％：０モル％：５モル％）
と第４の座標（アセタール化度：アセチル化度：水酸基の含有率＝１００モル％：０モル
％：０モル％）とをこの順で４つの直線で結んだ線で囲まれた領域内の値である、請求項
１に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項３】
　前記第１の層に含まれている前記ポリビニルアセタール樹脂におけるアセタール化度と
アセチル化度と水酸基の含有率との三つの値の相図において、該アセタール化度と該アセ
チル化度と該水酸基の含有率とがそれぞれ、第１の座標（アセタール化度：アセチル化度
：水酸基の含有率＝７０モル％：３０モル％：０モル％）と第２の座標（アセタール化度
：アセチル化度：水酸基の含有率＝３４モル％：３０モル％：３６モル％）と第３の座標
（アセタール化度：アセチル化度：水酸基の含有率＝９４モル％：０モル％：６モル％）
と第６の座標（アセタール化度：アセチル化度：水酸基の含有率＝９５モル％：５モル％
：０モル％）とをこの順で４つの直線で結んだ線で囲まれた領域内の値である、請求項１
に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項４】
　前記第１の層に含まれている前記ポリビニルアセタール樹脂におけるアセタール化度と
アセチル化度と水酸基の含有率との三つの値の相図において、該アセタール化度と該アセ
チル化度と該水酸基の含有率とがそれぞれ、第１の座標（アセタール化度：アセチル化度
：水酸基の含有率＝７０モル％：３０モル％：０モル％）と第２の座標（アセタール化度
：アセチル化度：水酸基の含有率＝３４モル％：３０モル％：３６モル％）と第５の座標
（アセタール化度：アセチル化度：水酸基の含有率＝９５モル％：０モル％：５モル％）
と第６の座標（アセタール化度：アセチル化度：水酸基の含有率＝９５モル％：５モル％
：０モル％）とをこの順で４つの直線で結んだ線で囲まれた領域内の値である、請求項１
に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項５】
　周波数１Ｈｚで測定した最も低温側に現れるｔａｎδのピーク温度が０℃以下である、
請求項１～４のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項６】
　周波数１Ｈｚで測定した最も低温側に現れるｔａｎδのピーク温度におけるｔａｎδの
最大値が１．１５以上である、請求項１～５のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間
膜。
【請求項７】
　前記第２の層に含まれる前記ポリビニルアセタール樹脂のアセタール基の炭素数が３又
は４であり、アセタール化度が６０モル％以上、７５モル％以下であり、かつアセチル化
度が１０モル％以下である、請求項１～６のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜
。
【請求項８】
　前記第２の層が、前記ポリビニルアセタール樹脂と可塑剤とを含み、
　前記第２の層における前記ポリビニルアセタール樹脂１００重量部に対する前記可塑剤
の含有量は、前記第１の層における前記ポリビニルアセタール樹脂１００重量部に対する
前記可塑剤の含有量よりも少ない、請求項１～７のいずれか１項に記載の合わせガラス用
中間膜。
【請求項９】
　前記第２の層が、前記ポリビニルアセタール樹脂と可塑剤とを含み、
　前記第２の層における前記ポリビニルアセタール樹脂１００重量部に対する前記可塑剤
の含有量が１０重量部以上、４５重量部以下である、請求項１～８のいずれか１項に記載
の合わせガラス用中間膜。
【請求項１０】
　前記第１の層の厚みの前記第２の層の厚みに対する比が、０．２以上、１以下である、
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請求項１～９のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項１１】
　前記第２の層は、前記第１の層の前記第１の表面に積層されている、請求項１～１０の
いずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項１２】
　前記第１の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂が絶対分子量１００万以上の高分子量
成分を含み、かつ前記第１の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂に占める、前記高分子
量成分の割合が７．４％以上であるか、又は、前記第１の層中の前記ポリビニルアセター
ル樹脂がポリスチレン換算分子量１００万以上の高分子量成分を含み、かつ前記第１の層
中の前記ポリビニルアセタール樹脂に占める、前記高分子量成分の割合が９％以上である
、請求項１～１１のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項１３】
　前記第１の層を樹脂膜として用いて、該樹脂膜の粘弾性を測定した場合に、該樹脂膜の
ガラス転移温度をＴｇ（℃）としたときに、（Ｔｇ＋８０）℃での弾性率Ｇ’（Ｔｇ＋８
０）の（Ｔｇ＋３０）℃での弾性率Ｇ’（Ｔｇ＋３０）に対する比（Ｇ’（Ｔｇ＋８０）
／Ｇ’（Ｔｇ＋３０））が、０．６５以上である、請求項１～１２のいずれか１項に記載
の合わせガラス用中間膜。
【請求項１４】
　前記第１の層に含まれる前記ポリビニルアセタール樹脂１００重量部と、可塑剤として
トリエチレングリコールジ－２－エチルヘキサノエート６０重量部とを含む樹脂膜を用い
て、該樹脂膜の粘弾性を測定した場合に、該樹脂膜のガラス転移温度をＴｇ（℃）とした
ときに、（Ｔｇ＋８０）℃での弾性率Ｇ’（Ｔｇ＋８０）の（Ｔｇ＋３０）℃での弾性率
Ｇ’（Ｔｇ＋３０）に対する比（Ｇ’（Ｔｇ＋８０）／Ｇ’（Ｔｇ＋３０））が、０．６
５以上である、請求項１～１３のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項１５】
　前記第１の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂は、平均重合度が３０００を超えるポ
リビニルアルコール樹脂をアセタール化することにより得られている、請求項１～１４の
いずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項１６】
　前記第１の層の前記第１の表面とは反対の第２の表面側に配置された第３の層をさらに
備え、
　前記第３の層がポリビニルアセタール樹脂を含み、
　前記第１の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率が、前記第３の層中
の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率よりも１モル％以上低い、請求項１～
１５のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項１７】
　前記第３の層に含まれる前記ポリビニルアセタール樹脂のアセタール基の炭素数が３又
は４であり、アセタール化度が６０モル％以上、７５モル％以下であり、かつアセチル化
度が１０モル％以下である、請求項１６に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項１８】
　前記第３の層が、前記ポリビニルアセタール樹脂と可塑剤とを含み、
　前記第３の層における前記ポリビニルアセタール樹脂１００重量部に対する前記可塑剤
の含有量は、前記第１の層における前記ポリニルアセタール樹脂１００重量部に対する前
記可塑剤の含有量よりも少ない、請求項１６又は１７に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項１９】
　前記第３の層が、前記ポリビニルアセタール樹脂と可塑剤とを含み、
　前記第３の層における前記ポリビニルアセタール樹脂１００重量部に対する前記可塑剤
の含有量が１０重量部以上、４５重量部以下である、請求項１６～１８のいずれか１項に
記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項２０】
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　前記第１の層の厚みの前記第２の層と前記第３との合計の厚みに対する比が、０．１以
上、０．５以下である、請求項１６～１９のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜
。
【請求項２１】
　前記第３の層は、前記第１の層の前記第２の表面に積層されている、請求項１６～２０
のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項２２】
　第１の合わせガラス構成部材と、
　第２の合わせガラス構成部材と、
　前記第１，第２の合わせガラス構成部材の間に挟み込まれた中間膜とを備え、
　前記中間膜が、請求項１～２１のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜である、
合わせガラス。


	header
	written-amendment

